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活
火
山
で
あ
る
富
士
山
は

江
戸
時
代
１
７
０
７
年
の
宝

永
噴
火
か
ら
沈
黙
を
守
っ
て

い
る
。
こ
の
時
の
噴
火
で
は

江
戸
の
街
に
も
火
山
灰
が
積

も
り
大
き
な
被
害
が
出
た
。

降
灰
は
最
初
白
く
、
次
第
に

黒
色
へ
と
変
わ
り
、
昼
間
で

も
暗
く
な
る
ほ
ど
の
様
子
だ

っ
た
と
い
う
。

　
仮
に
富
士
山
が
噴
火
す
る

と
、
人
へ
の
健
康
被
害
や
建

物
・
設
備
の
ダ
メ
ー
ジ
に
加

え
、
上
下
水
道
、
交
通
、
通

信
、
電
気
な
ど
各
種
イ
ン
フ

ラ
に
長
期
間
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
。
一
方
、
こ
れ

ま
で
火
山
防
災
を
テ
ー
マ
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
は
少
な
く
、

企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
面
で

も
地
震
や
水
害
に
比
べ
対
策

が
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
噴
火
に
よ
る
降
灰
の

被
害
や
対
策
に
つ
い
て
、
明

確
な
知
見
が
醸
成
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
に
要
因
が
あ

る
。

　
講
師
の
飯
村
治
子
氏
は
竹

中
工
務
店
に
入
社
以
来
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従

事
し
て
き
た
。
竹
中
工
務
店

で
は
事
業
継
続
を
脅
か
す
リ

ス
ク
を
対
象
に
、
施
設
対
策

に
限
ら
ず
、
ソ
フ
ト
面
を
含

め
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
提
供

し
て
お
り
、
こ
の
日
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
火
山
災
害
と
事
業

継
続
の
必
要

性
の
観
点
か

ら
①
ハ
ザ
ー

ド
の
概
説

（
火
山
灰
・

降
灰
）
②
降

灰
に
よ
る
被

害
想
定
③
施

設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

対
策
④
運
用

・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
―
の

主
に
４
テ
ー

マ
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
の
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
ま
ず
藤
田
組
の
藤

田
徹
社
長
が
趣
旨
説
明
を
行

い
、
８
月
26
日
に
新
た
に
火

山
防
災
の
日
が
設
定
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、

「
鹿
児
島
の
桜
島
が
噴
火
す

る
と
市
内
に
灰
が
降
り
、
住

民
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
仮
に
富
士
山
が
噴
火

す
る
と
風
向
き
に
よ
っ
て
は

首
都
圏
で
も
火
山
灰
が
積
も

る
可
能
性
が
あ
る
。
セ
ミ
ナ

ー
で
は
噴
火
に
よ
る
影
響
を

一
度
考
え
て
も
ら
い
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
の
際
に
は
噴
火
リ
ス

ク
も
念
頭
に
置
い
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
講
演
で
飯
村
氏
は
火
山
灰

の
特
徴
と
し
て
、
一
般
的
な

雪
荷
重
に
比
べ
乾
燥
時
で
５

倍
、
水
を
含
む
と
８
倍
の
重

さ
に
な
る
と
説
明
し
、
建
物

へ
の
影
響
を
懸
念
し
た
。
火

山
灰
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

人
へ
の
健
康
被
害
の
ほ
か
、

降
灰
被
害
の
想
定
や
リ
ス
ク
対
策
解
説

藤田氏

飯村氏

火山噴火をテーマにセミナー

宝永噴火のつめ跡が残る富士山

　
藤
田
組
（
藤
田
徹
社
長
）
は
９
月
４
日
、
東
京
都
中
央
区
の
日
本
橋
倶
楽
部
会
議
室
で
第
28
回
企
業
セ
ミ
ナ
ー
「
火

山
噴
火
に
備
え
て
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
～
富
士
山
の
噴
火
を
想
定
し
て
」
を
開
催
し
た
。
講
師
は
竹
中
工
務
店
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
シ
ニ
ア
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
飯
村
治
子
氏
。
富
士
山
の
噴
火
が
懸
念
さ
れ
る
昨
今
、
会

場
に
は
募
集
人
数
を
超
え
る
約
40
人
が
参
加
し
満
席
と
な
っ
た
。

火
山
防
災
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
開
催

富
士
山
噴
火
に
備
え
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

屋
内
外
機
器
の
故
障
、
電
子

機
器
の
短
絡
、
地
域
や
社
会

の
面
で
は
断
水
や
排
水
の
不

能
、
停
電
、
通
信
障
害
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
寸
断
な
ど
甚
大

な
影
響
が
出
る
可
能
性
を
示

唆
し
た
。

　
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
つ

い
て
は
、
降
灰
量
に
も
よ
る

が
、
降
灰
エ
リ
ア
内
の
事
業

所
の
閉
鎖
と
事
業
継
続
の
２

通
り
の
考
え
方
を
示
し
、
閉

鎖
す
る
場
合
に
は
施
設
に
灰

が
流
入
し
な
い
措
置
を
、
ま

た
事
業
継
続
す
る
場
合
も
灰

の
流
入
を
防
ぎ
、
軽
減
し
な

が
ら
稼
働
さ
せ
る
対
策
方
針

が
必
要
だ
と
し
た
。
具
体
的

に
は
閉
鎖
施
設
で
は
設
備
の

カ
バ
ー
や
目
貼
り
、
稼
働
さ

せ
る
場
合
に
は
フ
ィ
ル
タ
を

設
置
し
定
期
的
な
徐
灰
作
業

を
行
う
こ
と
な
ど
を
挙
げ

た
。

　
富
士
山
噴
火
に
よ
る
大
規

模
噴
火
災
害
は
発
生
確
率
が

低
く
未
知
の
ハ
ザ
ー
ド
だ

が
、
特
に
首
都
圏
で
は
影
響

が
大
き
く
、
首
都
直
下
地
震

な
ど
と
同
様
の
対
策
で
は
乗

り
切
れ
な
い
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
る
。
今
後
、
企
業
で
は

噴
火
リ
ス
ク
、
降
灰
リ
ス
ク

を
シ
ナ
リ
オ
に
入
れ
た
Ｂ
Ｃ

Ｐ
対
策
も
一
考
の
価
値
が
あ

る
。

藤田組


